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移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

問
定
住
促
進
奨
励
金
と
若
者
世
帯

住
宅
取
得
奨
励
金
の
令
和
７
年

度
の
実
績
及
び
課
題
を
伺
う
。

答
10
月
末
現
在
の
実
績
で
、
定
住

促
進
奨
励
金
は
23
件
、
転
入
者

数
は
54
人
、
交
付
額
は
1
5
8
0
万
円
。

若
者
世
帯
住
宅
取
得
奨
励
金
は
10
件
で

世
帯
人
数
は
30
人
、
交
付
額
は
4
0
0

万
円
。
申
請
件
数
は
こ
こ
数
年
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
。

問
こ
の
二
つ
の
奨
励
金
の
執
行
率

が
低
く
、
今
年
度
の
予
算
は
昨

年
度
の
予
算
よ
り
も
減
額
さ
れ
て
い
る
。

建
設
費
が
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
今
ま

で
の
１
・
５
倍
か
ら
２
倍
と
な
っ
て
お

り
、
若
者
世
帯
が
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
め

な
い
、
ロ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
な
る
案
件
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
奨

励
金
の
交
付
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
現
時
点
で
見
直
す
予
定
は
な
い

が
、
引
き
続
き
移
住
者
や
若
者

世
帯
の
需
要
動
向
や
今
後
の
財
政
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
多
く
の
人

に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
周
知
に
努
め
て
い
く
。

農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
第
３
期
総
合
戦
略
の
施
策
１

「
農
水
産
業
の
振
興
」
の
中
で

「
夢
を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
持

続
可
能
な
農
水
産
業
を
実
現
し
ま
す
」

と
あ
る
が
、
全
般
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

答
本
市
で
は
持
続
可
能
な
農
水
産

業
を
実
現
す
る
た
め
、
生
産
基

盤
の
強
化
や
６
次
産
業
な
ど
の
高
付
加

価
値
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
に

新
規
就
農
者
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
昨
年
度
策
定
し
た
地
域
計

画
を
活
用
し
て
、
今
年
度
以
降
も
地
域

の
話
合
い
を
基
本
と
し
た
計
画
の
実
行

と
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

問
持
続
可
能
な
農
水
産
業
の
実
現

の
た
め
に
は
、
収
益
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ブ

ラ
ン
ド
化
や
６
次
産
業
化
な
ど
の
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
ブ
ラ
ン
ド
化
や
６
次
産
業
化
な

ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
各
経
営
体
の
収
益
力

を
高
め
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
農
水

産
業
の
実
現
の
た
め
に
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
あ
る
。
補
助
事
業
の
活
用
な
ど

に
よ
り
支
援
し
、
引
き
続
き
農
水
産
業

の
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

共
同
親
権
制
度
施
行
に
向
け
た
市
の
対

応
と
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て

問
共
同
親
権
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

住
民
票
の
写
し
の
交
付
や
転
居

届
な
ど
の
手
続
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
。
ま
た
、
片
方
の
親
が
知
ら
な

い
う
ち
に
手
続
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は

な
い
か
。

答
住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求
や

転
居
届
等
の
手
続
は
、
住
民
基

本
台
帳
法
等
に
よ
り
法
定
代
理
人
が
手

続
可
能
で
あ
り
、
共
同
親
権
と
な
っ
た

場
合
も
同
様
の
取
扱
い
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。
詳
細
な
情
報
が
な
い
の
で
、
今

後
、
国
か
ら
出
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
関
係
通
知
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

問
制
度
施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
離
婚
協
議
時
に
お
け
る

親
権
、
養
育
費
、
面
会
交
流
等
の
合
意

形
成
が
複
雑
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
離
婚
や
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
専
門
相
談

体
制
の
充
実
や
公
正
証
書
作
成
費
補
助

の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

答
離
婚
の
原
因
が
Ｄ
Ｖ
、
児
童
虐

待
等
の
場
合
は
、
現
在
こ
ど
も

家
庭
課
で
、
保
健
師
、
家
庭
相
談
員
が

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
や
、

児
童
相
談
所
、
医
療
機
関
、
学
校
等
と

も
連
携
し
、
安
全
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

離
婚
や
家
庭
内
不
和
に
よ
る
子
ど
も
の

発
達
・
情
緒
・
学
校
生
活
な
ど
不
安
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
が
け
て
い
る
。

公
正
証
書
作
成
費
補
助
は
現
在
予
定
し

て
い
な
い
。

問
制
度
施
行
に
伴
い
、
学
校
や
保

育
所
で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
か
。
保
護
者
間
の
意
向
が
分

か
れ
る
場
合
や
、
お
迎
え
・
行
事
参
加

な
ど
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
保
育
所
で
は
、
親
権
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
行
事
参
加
は
可
能

だ
が
、
監
護
者
の
同
意
を
原
則
と
し
て

い
る
。
児
童
の
引
渡
し
も
事
前
登
録
者

以
外
に
は
行
わ
な
い
。
学
校
で
も
、
進

路
面
談
や
緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
家
庭

状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る

こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、

監
護
者
と
丁

寧
に
連
絡
を

取
り
あ
い
な

が
ら
対
応
し

て
い
く
。
い

ず
れ
の
現
場
で
も
、
児
童
生
徒
の
安

心
・
安
全
を
最
優
先
と
し
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
課
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
な

対
応
に
努
め
る
。
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